










【目的】ライ症候群は,死亡率および後遺症残存率の極めて高い小児の急性脳症てある。ウ

イルス感染が先行し,解熱剤や抗けいれん剤の一部が本症発症の一因子であるとの意見も

あるが,成因については解明きれていない。 

わが国における疫学調査がなされているが,まだ十分とは言えない。そこでわれわれは,大

阪府医師会勤務医部会が,昭和 60 年度テーマ別研究として「原因不明の急性脳症(ライ症候

群を含む)」を取り上げたのを機会に,専門医として参画し,大阪府下における該当疾患発生

状況の実態調査を行い,該当疾患患者の分析検討および発症因子などの検討を試みた。また

夜間救急診療所において,当該疾患の初期症状と言われる各症状を持つ患者について,早期

発見の手掛りを見出すべく,血中アンモニアの測定を行う試みを検討した。 

これらの研究を通して.「原因不明の急性脳症」の成因を解明し,予防対策などの検討を行

い,地域的予防システムの確立を図ることを目的とした。 


